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研究成果の概要（和文）：日本学術振興会によって助成された本研究において、既存の言語接触の結果であるツ
ングース語・日琉語語源（Tunguso-Japonic etymologies）に、これまで発見・発表されていない新たな語彙
的・形態論的なツングース語・日琉語語源を付加することができた。高句麗語（Koguryo language）の語彙的要
素を付加する必要があると考えられる場合には、それらも追加した。なお、日琉諸語の共通語彙項目がない新た
な高句麗語・ツングース語語源が発見した。新たな高句麗語・ツングース語語源が発見が次の科研費（研究課題
番号: 24K03927）に繋がったと考えられる。

研究成果の概要（英文）：In the research funded by the Japan Society for the Promotion of Science 
(JSPS), hitherto undiscovered Tunguso-Japonic lexical and morphological etymologies have been added 
to the existing body of contact-induced Tunguso-Japonic etymologies. Where Koguryo lexical elements 
were considered to be relevant for the Tunguso-Japonic etymologies, they have been incorporated as 
well. Moreover, new Koguryo-Tungusic etymologies which do not have a Japonic counterpart have been 
discovered. The discovery of new Koguryo-Tungusic etymologies has resulted in the inception of the 
next KAKENHI (project number: 24K03927).

研究分野：歴史言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義や社会的意義は、本研究が先史時代にツングース祖語話者と日琉祖語話者との間に言語
接触（language contact）が発生したことを証明できたことである。上述の二つの異なる語族に属する言語の間
に接触が発生したことそれ自体が歴史言語学の分野において非常に有意義な研究成果となっている。なお、言語
接触が発生したことが考古学、遺伝学などその他の科学分野にも有意義な研究成果となるだろうと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
90 年代には日本語が推定上のアルタイ語族（Altaic language family）に属すると言われてい
た（村山七郎氏、Sergei Starostin [Сергей Старостин]氏、Martine Robbeets 氏等）。アルタイ
語族はチュルク諸語（Turkic languages）・モンゴル諸語(Mongolic languages)・ツングース諸
語(Tungusic languages)・朝鮮語(Korean)・日琉諸語(Japonic languages)からなる推定上の語
族である(図 1を参考)。現代日本語、そして古代日本語において更にさまざまなツングース語的
要素が存在するため、数多くの学者は日琉諸語がツングース諸語との同系関係を有することを
主張する。 
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図 1 アルタイ語族系統樹 (Robbeets, Martine. (2005). Is Japanese Related to Korean, 
Tungusic, Mongolic and Turkic? Wiesbaden: Harrossowitz Verlag, 23 頁を参照) 
 
上記の図 1 の系統樹においては、日琉諸語とツングース諸語が特に近いものであり、結果とし
て、日琉諸語とツングース諸語がアルタイ語族の同じ語派に属すると思われている。これに対し
て、日琉諸語とアルタイ系諸語との関係に関する最近の研究では、日琉諸語が他のアルタイ系諸
語との同系関係を有するという仮説は支持されておらず、日琉諸語とアルタイ諸語との類似点
がむしろ言語接触（language contact）に由来するものである（Alexander Vovin 氏、Stefan 
Georg 氏等を参考）と提言されている。研究代表者は、アルタイ語仮説という枠組みにおいて行
った日琉諸語とツングース諸語との同系関係に関する広範囲の研究を通じて、日琉諸語とツン
グース諸語との同系関係（genetic relatedness）がないという結論に達した（Pauwels 2008、
Pauwels 2009 等を参考）。しかし、同系関係がない仮説を裏付けるためには、古代日本語とツン
グース諸語との類似点に関する更なる広範囲の研究を行う必要があると考えられる。 
  更なる広範囲の研究を行うために、ツングース語・日琉諸語語源（Tunguso-Japonic 
etymologies）（即ち、ツングース語から古代日本語への借用語）を含む、大規模な語彙コーパス
（lexical corpus）を構築した。本研究の開始時点となる 2020 年（令和 2年）4月 1日にはこ
の語彙コーパスが約 360 頁で、単語数は約 170,000 語であったが、2024 年（令和 6 年）4 月 15
日）は約 625 頁で、単語数は約 279,000 語になり、著しく拡大することができた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は古代日本語とツングース諸語との類似点の調査を行うこと、そしてそれらの類
似点が同系関係 (genetic relatedness) よりむしろ言語接触 (language contact) に由来する
ものであるという仮説を裏付ける証拠を提供することである。この目的を実現するために、下記
の三つのことを達成することができた。 
(1) 本研究で、既存のツングース語・日本語語源体系に更に多くの新しいツングース語・日本語
語彙語源及び (接尾辞等のような) 形態論的要素語源を付加することができたため、既存
のツングース語・日本語語源体系の拡大に大いに貢献することができた。 
(2) 本研究で、（ある程度）ツングース祖語の音が日琉祖語、古代日本語、現代日本語において
いかにして進化したかを解明する更に正確な音韻論的ルールを発見することができた。 
(3) 本研究で、借用可能性 (borrowability) に関する最新の研究成果を考慮し、応用すること
ができた。ツングース語から借用されている可能性が高い古代日本語の文法的要素を 
(Yaron Matras 氏等による) 信頼できる借用階層 (borrowing hierarchies) の中に位置付
け、それらの文法的要素が借用されていることを示すことができた（Pauwels, Ruben G.A. 
(2024a).“Tungusic morphology in Old Japanese through the lens of borrowing 
hierarchies”[借用階層の視点から見た古代日本語におけるツングース語的文法的形態素]
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『言語文化論究』52 号, 17-35 頁を参照）。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究の研究方法は、歴史比較言語学（historical-comparative linguistics）と接触言語学
（contact linguistics）の原理に基づく。日本語とツングース語は同系言語（genetically 
related languages）ではないが、言語接触（language contact）により共通の語彙要素（語彙）
と文法要素（名詞および動詞の形態素）を共有していると仮定する（Vovin 2005: 71-132; 
Pauwels 2008: 75-76; Georg 2011: 25, 33, 34 を参照）。 
  歴史比較言語学の方法論は、在証された言語資料（attested linguistic material）に基づ
き、日琉祖語の形式とツングース祖語の形式を再建・再構し、これらの祖語形式の意味を再建・
再構するために用いられる。ツングース祖語の形式の再建・再構は、Vera Ivanovna Cincius 
[Вера Ивановна Цинциус]（編）(1975-1977) Сравнительный словарь тунгусо-маньчжурских 
языков: Mатериалы к этимологическому словарю [ツングース満州諸語比較辞典 － 語源辞典の
ための資料] に記載されている様々なツングース諸語の形式に基づき、行った。 
    接触言語学は、古代日本語とツングース語における共通形態論的要素の存在を説明する借
用の確率を評価するために用いられる。借用階層（borrowing hierarchies）、すなわちある言語
から別の言語への形態論的要素の借用可能性の尺度（scales of borrowability）は、Matras 氏
（2007: 37-62; 2009: 218; 2011: 208-224）によって提唱されている。特定の形態と機能を有
する形態論的要素が、ある言語から別の言語に借用された例が文献に多く記録されているほど、
借用可能性の尺度のスコアは高くなる。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究に関する下記の 3つの英文の雑誌論文を発表した。 
 
(1) Pauwels, Ruben G.A. (2024a). “Tungusic morphology in Old Japanese through the 
lens of borrowing hierarchies”[借用階層の視点から見た古代日本語におけるツングース語
的 文 法 的 形 態 素 ]. 『 言 語 文 化 論 究 』 第 52 号 , 17-35 頁 （ 査 読 有 り ） . 
https://doi.org/10.15017/7172707 
 
本論文において、古代日本語とツングース語に共通する 15 の文法的形態素(grammatical 
morphemes)は Yaron Matras 氏（2007: 37-62; 2009: 218; 2011: 208-224）の借用階層（borrowing 
hierarchies）という尺度に照らして検証される。借用階層は借入可能性（borrowability）の尺
度である。それらの文法的形態素の多くは、Yaron Matras 氏（2007; 2009; 2011）が提唱した 8
つの借用階層において比較的高いスコアを示していると結論付けられる。これは、これらの文法
的形態素が借用される可能性が比較的高い文法範疇に属していることを意味する。したがって、
研究の現段階では、これらの共通形態素は言語的接触（linguistic contact）又は言語的収束
（linguistic convergence）、すなわち借用（borrowing）の結果であると考えられる。 
 
(2) Pauwels, Ruben G.A. (2024b). “Tungusic elements in Old Japanese and Koguryŏ”[古
代日本語と高句麗語におけるツングース語的要素].『言語研究』第 59 号, 29-51 頁（査読無し）. 
https://doi.org/10.15017/7170862 
 
本論文において、一つの高句麗語・ツングース語語源を発見した。なお、既存の文献（Lewin 1976; 
Kiyose [清瀬] 1991; 板橋 2003; Beckwith 2007; Robbeets 2007; Lee & Ramsey 2011 等）に
記載されている高句麗語・日本語語源には、これまで発見されていなかった共通ツングース語語
彙項目を追加することができた。具体的に、下記の 16 の新しい高句麗語・ツングース語語源を
発表した。 
① 高句麗語 *eci（於支）「翼」、ツングース祖語 *xasa-「翼」 
② 高句麗語 *maɨ（馬）「臂」、ツングース祖語 *mǖj-re「肩」 
③ 高句麗語 *mur（勿）「梁」、ツングース祖語 *mulu「（屋根の）大棟」 
④ 高句麗語 *kan（根）「首、頭」、ツングース祖語 *kaba- ～ *kapa-「後頭部、項」 
⑤ 高句麗語 *kapi (甲比) ～ *kap (甲)「穴、洞窟」、ツングース祖語 *kapV-「渓谷，峡谷」  
⑥ 高句麗語 *χurc ～ *kurc (忽次) ～ *kuar (串) ～ *kυci (古次)「口」、ツングース祖
語 *kuta-「1. 胃、2.（鳥の）嗉嚢、3. 食道、4. 喉、咽喉」 
⑦ 高句麗語 *χuər (忽) ～ *kuər (骨)「城」、ツングース祖語 *kurV「柵、囲い」 
⑧ 高句麗語 **na（～ *nay）（奈）「竹」、ツングース祖語 *n’uºrV「矢」 
⑨ 高句麗語 *usiɣam (烏斯含)「兎」、満州語 uǯirxi「濃い灰色の野兎」 
⑩ 高句麗語 *acin（阿珍）「窮」、南ツングース祖語 *ečV-「1. 恥ずかしいと感じる、2. 不快
感を覚える、不満を感じる、3. 敵意を感じる」 



⑪ 高句麗語 *kǝmur（今勿）「黒」、ツングース祖語 *gulu-「1.（肉、魚を）燻製にする、2. 煤
と混ぜる」、ツングース祖語 *gulu-kse「煤」 
⑫ 高句麗語 *koγoi（古衣）「鵠」、ツングース祖語 *kūku「白鳥」 
⑬ 高句麗語 *patan（波旦）「海」、ツングース祖語 *wāta「波」 
⑭ 高句麗語 *sirap（尸臘）「白」、ツングース祖語 *silV-「1. ピンク色の、バラ色の、2. オ
レンジ色の」 
⑮ 高句麗語 *śamɨar ～ *śamyiar（沙熱）「涼」、ツングース祖語 *sebu-「涼しい」 
⑯ 高句麗語 *tυ ～ *dzi(ir) ～ *tsi(ir)（助乙）「道」、ツングース祖語 *tȫ-「1. 踏む、踏
みつける、2. 足跡、3. 小道、道、4. 鐙」  
  なお、本論文の研究は、「高句麗語・古代日本語におけるツングース語的要素の研究 － 接
触言語学の視点より」（研究課題番号 24K03927）という次の科研費の採用に繋がったと考えられ
る。 
 
(3) Pauwels, Ruben G.A. (2024c). “Tunguso-Japonic linguistic contact: Morphological 
clues to the directionality of borrowing”[ツングース祖語と日琉祖語の間の言語的接触 
－ 借用の方向性に関する形態論的な手掛かり]. 『言語文化論究』第 53 号, 19-33 頁（査読有
り）. https://doi.org/10.15017/7318903 
 
本論文において、下記の 8 つのツングース語・日琉語語源を提供する。下記で利用されている
「<」と「←」という記号の意味は次のとおりになる。  
形式 A < 形式 B =「形式 Aは形式 Bから進化した。」 
形式 A ← 形式 B =「形式 Aは形式 Bから借用された。」 
① 日本語(14 世紀) abara-「肋骨」< 日琉祖語 *anpa- ← ツングース祖語 *e-bu- ～ *xe-bu- 
② 古代日本語 adi「味」< 日琉祖語 *anti ← ツングース祖語 *am-ta  
③ 古代日本語 Fadus- (四段活用)「外す」< 日琉祖語 *pantu-s- ← ツングース祖語 *pā-di°  
④ 古代日本語 Fusuma「衾、被」< 日琉祖語 *pusu-ma ← ツングース祖語 *pul-sa  
⑤ 古代日本語 usi ～ -uzi「牛」< 日琉祖語 *usi ～ *unsi ← ツングース祖語 *öl-se  
⑥ 古代日本語 waki「脇」< 日琉祖語 *waki ← ツングース祖語 *bar-gī°  
⑦ 古代日本語 yamaFi「病」< 日琉祖語 *yama-pi ← ツングース祖語 *dā-bu-  
⑧ 古代日本語 yasu-si「安し、易し」< 日琉祖語 *yasu- ← ツングース祖語 *ǯā-sV- 
ツングース祖語の語彙項目と類似を示す日琉祖語の語彙項目が複数の形態素に分割することが
できないにもかかわらず、日琉祖語の語彙項目と類似を示すツングース祖語の語彙項目が明ら
かに複数の形態素からなっているため、借用の方向性（directionality of borrowing）がツン
グース祖語から日琉祖語へという方向性である。 
 
  なお、本研究の一環として、上述のツングース語・日本語語源（Tunguso-Japanese 
etymologies）の語彙コーパス（lexical corpus）を顕著に拡大することができた。今後の展望
は、語彙コーパスに高句麗語、朝鮮語、モンゴル語等その他の北東アジア諸言語の共通語彙項目
を追加し、この語彙コーパスを更に拡大することである。特に高句麗語語彙に焦点を当てる計画
である。次の科研費は「高句麗語・古代日本語におけるツングース語的要素の研究 － 接触言語
学の視点より」（研究課題番号 24K03927）になっており、その研究期間は 2024 年 4 月 1 日～2027
年 3 月 31 日（3年間）となっている。 
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